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大山中・名和中・中山中の

３校を１校に統合しては！
ー「中学校のあり方を考える会」を開きます。ー
　町内の大山中・名和中・中山中の３つの中学校のあり方を審議していた大山町教育審議会は、

今年の１月に「しかるべき時期に１校に統合するのが望ましい」と教育委員会に答申しました。

　大山町教育委員会では、この答申を受けて３中学校のあり方について協議を重ねていますが、

町民のみなさんの声を直接お聞きすることにしました。

　下記の日程で「中学校のあり方を考える会」を３会場で開きますのでお出掛けください。

当日は多くのみなさんと意見交換をしたいと考えています。

「中学校のあり方を考える会」

中山地区　５月１４日（水）１９時～　生活想像館

名和地区　５月１５日（木）１９時～　保健福祉センターなわ

大山地区　５月１６日（金）１９時～　大山公民館

◎考えられる主な意見

意見１ 将来は１つの中学校に統合しては

①現在のどの中学校を統合校舎とするのか。

②新天地ならどこに、そして財政的に可能なのか。

意見２ まず２つの中学校に統合しては

① 最初にどの中学校がどこに行くのか。

② 二段階で１校に統合する方法は合理的なのか。

意見３ 現在の３つの中学校のままでよい

①老朽化する校舎をどんな順番で改修するのか。

②減少する中学生の集団活動をどう展開するか。

大山地区 名和地区 中山地区 合計

中学３年生（15歳） ５５ ４４ ３９  １３８

中学２年生（14歳） ５３ ７１ ５８  １８２
中学１年生（13歳） ６０ ６３ ３３ １５６
小学６年生（12歳） ５８ ６１ ４４ １６３
小学５年生（11歳） ４７ ３９ ３９ １２５
小学４年生（10歳） ４１ ６５ ４３ １４９
小学３年生（ 9 歳） ５０ ６６ ３８ １５４
小学２年生（ 8 歳） ５２ ４９ ４８ １４９
小学１年生（ 7 歳） ７０ ４１ ３３ １４４

（ 6 歳） ５８ ５０ ４２ １５０
（ 5 歳） ６５ ３６ ３２ １３３
（ 4 歳） ４８ ５９ ２８ １３５
（ 3 歳） ３９ ３８ ３７ １１４
（ 2 歳） ６５ ３８ ２８ １３１
（ 1 歳） ４０ ３８ ２６ １０４

学年別の児童・生徒数（平成２０年４月１日現在）

〈考えられるメリット・デメリット〉

メリット デメリット

３つの中学校のままなら

（生徒数が減少すると・・・・）

①落ち着いた雰囲気になる

②個に応じた学習指導が行いやすい

③学校施設にゆとりができる

①学校行事が低調となる

②人間関係が固定化する

③部活動の運営が困難となる

④教職員数が減少する

⑤生徒同士の意見討議が単調になる

統合して１つの中学校にすると
（複数学級になり、教職員定数が増
え・・・）

①生徒同士の磨きあいが可能となる

②クラス替え等で人間関係が広がる

③集団活動の経験が豊富になる

①遠距離通学の負担が生じる

②個に応じた学習指導に工夫が必要となる


